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オ
ー

ガ ナ イザ ： ジェ プ カ ラ フ ァ ウ （北海道大学）

　　　　　　　阿部　明典 （千葉大学）

　 2012 年 6 月 は ア ラ ン ・チ ュ
ー

リ ン グ の 誕 生 の 100 周年

だ っ た の で，人工 知能学会全国大会 に 「世界が変えられる

AI 研 究」とい うテーマ の 国際的なセ ッ シ ョ ン を企画 した．

チ ュ
ーリ ン グ は コ ン ピ ュ

ータ科学と人 ⊥知能の 分 野 に多大

の 影響 を与 えて ，彼の 考え は計算理 論 と発生 生物学 に おい

て 非常 に影響力が ある ，そ の 偉人に 敬意を払い た く，種 々

の 論文を集め て，そ の 広範囲の トピ ッ クの 研 究が ど の よ う

に 世界を変 え る可能性 が あるか 考え る 凵的 もあ っ た．チ ュ

ー
リ ン グ の 研究が 今で さえ絶 えず我 々 の 考 え方 と生 活 に 影

響する よ うに，筆者らの 研究 に も大きなイン パ ク トがあり

得る か，とい う質問に対 して議論すべ く，想像力の 豊か な

発 表者が 山 口 市の ふ る さ と伝 承 セ ン ターにあ るみ や び館 に

集 ま っ た．畳 で 発表を した り，聞い た りす るの は ほ とん ど

の 参加者 は初体験だ っ たと思われる が，リラ ッ ク ス した雰

囲気で 10本の 発表が 行わ れ た．

　新 しい 考 えが さ ま ざま な分 野 間 の 境界線 に 出現 す る と

信 じて ，他分野 か らの 研究者 も容易 に 理 解 で き る ような

形 を依頼 した ら，ほ と ん どの 参加者が そ れ に 応 じて ，自

分 の 成 果が 異 な る 分野 で ど うい うふ うに役 立 て る こ とが

で きるか 想像 させ る説明 を流暢 な英語で 行 っ た．

　 日本人 の ほ か に イギ リ ス，イ タ リ ア，デ ン マ
ーク，ド

イ ツ．ブ ル ガ リ ア とポ
ー

ラ ン ドからの 発表者もお り，議

論 さ れ た 内容 と発表 ス タ イル の バ リ エ
ー

シ ョ ン が 多 く，

テ
ーマ は ユ ーモ ア の 研 究

＊ 1
か ら量 子 神経

＊2
まで で あっ

た，こ れ は，笑 わ せ る の は技 術 的 に ど れ く らい 大 変 な 問

題か，量子 コ ン ピ ュ
ー

テ ィ ン グ は どれ くらい 難 しい か を

考え させ た発表で あ っ た．ス マ
ー

トホ ー
ム で の 人間 の ト

みゃ び館 の 様子

＊ 1PDybala ：

図
Beyond　conventional 　recognition ：Concept　of 　a

　 conversational 　system 　utilizing 　me ヒaphor 　misunderstanding

　 as 　a　source 　ofhumor

＊ 2H ．　Matsuura ：

”
Model 　of 　polariton，　quantum 　neuron ，　its

　 ne むwork ＆ quantum 　in藍brmation
”

ラ ッ キ ン グ を改善す る ベ イ ズ フ レ
ー

ム ワ
ー

ク の 研究
＊ S

と

拡張現実 （Augmented 　Reality［AR ］）
＊ 4

を用 い た研究が

我 々 の 生 活 に どん どん入 っ て くる技 術 の 可 能 性 を語 っ た

発 表 もあ っ た．数 学 的 な 表現
＊ 5

や twitter一ヒで 使 用 され

て い る 省略表現
＊ 6

な どの 処理 に つ い て の 論文 は情報抽出

技術 の 広い 利用 と必要性 を紹介 した．

　「異 な る文化 に橋 を架ける こ と ：異文化間 コ ミュ ニ ケ

ー
シ ョ ン で の 文化的 な予備知識 の 影響」 とい うタ イ トル

の 論文
＊ 7

で は，二 つ の 文化問で 既 存の 100 ％ の 等価な概

念が な い 場合，どの よ うに オ リ ジ ナ ル の 概念的意味伝達

を改善す る か とい う課 題 に 答えた ．

　日本 の 社 会問 題 で あ る英 会話 の実力不 足 を解決 した い

研究者 も発表
＊ 8

した．人工 チ ュ
ーター

の 開発 に よ っ て ネ

ー
テ ィ ヴス ピーカ が い な い 田 舎で もパ ソ コ ン が あ れ ば ど

ん な話 題 で も話せ る よ うに な る と い う夢 は感動的で あ っ

た，しか し，そ の 会 話 が 不 自然 に な らな い た め に さ まざ

まな自然言語処理 の 技術 とデータが 必 要で ある と思 わ れ

る．意味処理 の 発表
＊ 9

もあっ て ，工 学 と言語学の コ ラ ボ

レーシ ョ ン の 重要性 を実感 させ た，

　チ ュ
ーリン グの 有名 な論文を分析 して，「チ ュ

ー
リン グ

テ ス ト」 の 本当の 意味は何なの か 自分 の オ リ ジナ ル の 考え

を紹介 した 研究者 も い て，彼 の 発表
＊ 10

が 熱い デ ィ ス カ ッ

シ ョ ン を起 こ し，オ ーデ ィ エ ン ス の 活気が一
気 に 上 が っ た．

　全 体 を 通 して，質問 が多く，互 い の 研 究を理 解 し合 い

た い 参加者が 活 発 に 議論 し，良 い 勉 強 が で きた と思 う．

　セ ッ シ ョ ン の タ イ トル が 示唆 した よ うに，我 々 研 究者

の 研究結果が どれ くらい 影響力 を もつ か，自分が 考え る

ビ ジ ョ ンが 皆 の 冂常生 活 を変 え られ る か とい う基 本的 な

自問自答を シ ェ ア す る 場が で きた の で は ない か と思 う．

また 機会が あれ ば そ の ような学際 的 な ブ レ イ ン ス ト
ー

ム

に 近い 集まりを企 画 した い ，

　　　　　　　　　　〔ジェ プ カ ラ フ ァ ウ （北海道大学），

　　　　　　　　　　 阿部　明典 （干葉大学）〕

＊ 3YEI 　Hamdi ：

‘」
Developing　a　Bayesian　framewerk　for　human

beh曲 r　trac  9
門

＊ 4S ．　Dankov：

ト’
Augmenting　interaction：Implementing　effect 置ve

　 interaction　models 　f（〕r　AR 　objects

＊ 5G ．Y．　Kristianto：
幽唱
Extracting　definitions　of 　rnathematical

　 expressions 　in　scientific 　papers
＊ 6E ．　Clark：

”
A 　phonetic　rule −based 　approach 　fbr　generating

　 casual 　english 　sentences
”

＊ 7F ．　K ．　Gluckstad：
←’
Bridging 　remote 　cultures ： In且uence 　of

　 cultural 　prior−knowledge 　in　cross −cultural 　communication

＊ 8M ．　Mazur ：

‘」
M 面 ng 　words 　and 　emodons −New 　natural 　methods

　fbr　artMcial 　language　tutQrs
’1

＊ 9K ，　Takeuchi ：

’LConstructioll
　ofpredicate 　argument 　structure

　 annotator 　based　on 　event 　type　thesaurus
「’

＊ 10D ．　Berrar ； ℃ an 　machines 　make 　us 　think？ In　memory 　of

　Alan　Turing （1912 −1954 ）
「’
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